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発 表 事 項 野鳥における鳥インフルエンザウイルスの簡易検査陽性について

内 容 令和４年11月４～６日に出水市で回収されたナベヅルの死亡個体等８

羽について，６日に簡易検査を実施した結果，６羽の個体がＡ型鳥イン

フルエンザウイルス「陽性」であると確認されました。

検体については，今後，鹿児島大学において高病原性鳥インフルエン

ザウイルスの遺伝子検査等を実施予定ですが，検査結果の判明まで数日

間程度かかる見込みです。

なお，現時点において，病原性は未確定であり，遺伝子検査等の結果，

陰性となることもありますのでご留意ください。

１ 今回回収された個体の内訳

場所 種類 回収日 簡易検査 遺伝子検査 ウイルス

分離検査

出水市 ナベヅル(１羽) 11/4 陽性 鹿児島大学 未定

荘地区 …傷病個体 で実施予定

ナベヅル(３羽) 11/5 陽性(２羽)

出水市 不明瞭(１羽) 鹿児島大学 未定

荒崎 〃 (４羽) 11/6 陽性(３羽) で実施予定

不明瞭(１羽)

※ 11/1以降，合計15羽の死亡個体等を回収

２ 今後の対応予定
それぞれの回収地点（東干拓，荒崎，荘地区）の周辺半径10km圏内

は，環境省が令和４年11月２日以降，野鳥監視重点区域に指定してお
り，引き続き野鳥の監視を強化します。

３ その他
出水市においては，ツルと共生した新たな地域づくりを目指し，鳥

インフルエンザ対策等の観点から，越冬地周辺の利用調整を行ってお
り，通常の観光には支障はありませんが，死亡野鳥には絶対にふれな
いでください。

資 料 ・野鳥監視重点区域

ホームページ掲載 □なし □あり( 月 日掲載予定 ) ■後日掲載

取 材 案 内

問い合わせ先 担当課 環境林務部 自然保護課 野生生物係
（099-286-2616）内線2616

( 担 当 課 ) 取材対応者 課長 中山 直樹(099-286-2610)内線2610

問い合わせ窓口 九州地方環境事務所野生生物課
TEL ：０９６－３２２－２４１３



11月６日指定


